



















































































KH Coder Ver. 2.00f（樋口，２０１４）を用いて形態素の解析を行い、各シラバ















抽出語 出現回数 出現率 抽出語 出現回数 出現率 抽出語 出現回数 出現率
学習 ９６ ９５．０５％ 種類 １９ １８．８１％ 動 １１ １０．８９％
発達 ９５ ９４．０６％ 知的 １９ １８．８１％ 道徳 １１ １０．８９％
教育 ９１ ９０．１０％ 思考 １８ １７．８２％ 能力 １１ １０．８９％
心理 ８１ ８０．２０％ 人格 １８ １７．８２％ エリクソン １０ ９．９０％
障害 ７７ ７６．２４％ 性格 １８ １７．８２％ 応用 １０ ９．９０％
評価 ７６ ７５．２５％ 遺伝 １７ １６．８３％ 解説 １０ ９．９０％
動機 ６５ ６４．３６％ 解決 １７ １６．８３％ 原因 １０ ９．９０％
理論 ５７ ５６．４４％ 個人 １７ １６．８３％ 思春期 １０ ９．９０％
理解 ５４ ５３．４７％ 意欲 １６ １５．８４％ 実践 １０ ９．９０％
記憶 ４７ ４６．５３％ 自閉症 １６ １５．８４％ 定義 １０ ９．９０％
認知 ４６ ４５．５４％ 注意 １６ １５．８４％ 乳児 １０ ９．９０％
方法 ４６ ４５．５４％ 役割 １６ １５．８４％ 乳幼児 １０ ９．９０％
授業 ４４ ４３．５６％ 機能 １５ １４．８５％ 分類 １０ ９．９０％
知能 ４３ ４２．５７％ 講義 １５ １４．８５％ オペラント条件づけ ９ ８．９１％
児童 ４２ ４１．５８％ 目標 １５ １４．８５％ メタ ９ ８．９１％
社会 ４２ ４１．５８％ 獲得 １４ １３．８６％ 形態 ９ ８．９１％
関係 ４１ ４０．５９％ 構造 １４ １３．８６％ 習得 ９ ８．９１％
学級 ４０ ３９．６０％ 試験 １４ １３．８６％ 身体 ９ ８．９１％
指導 ３８ ３７．６２％ 説明 １４ １３．８６％ 精神 ９ ８．９１％
教師 ３７ ３６．６３％ 内容 １４ １３．８６％ 中心 ９ ８．９１％
行動 ３６ ３５．６４％ 要因 １４ １３．８６％ やる気 ８ ７．９２％
集団 ３６ ３５．６４％ カウンセリング １３ １２．８７％ アプローチ ８ ７．９２％
学校 ３４ ３３．６６％ 影響 １３ １２．８７％ プログラム ８ ７．９２％
青年 ３３ ３２．６７％ 確認 １３ １２．８７％ プロセス ８ ７．９２％
適応 ３３ ３２．６７％ 観察 １３ １２．８７％ 古典的条件づけ ８ ７．９２％
子供 ３２ ３１．６８％ 基本 １３ １２．８７％ 考え方 ８ ７．９２％
生徒 ３２ ３１．６８％ 検査 １３ １２．８７％ 受容 ８ ７．９２％
過程 ３１ ３０．６９％ 視点 １３ １２．８７％ 発見 ８ ７．９２％
支援 ２９ ２８．７１％ 登校 １３ １２．８７％ 学び ７ ６．９３％
自己 ２９ ２８．７１％ 特性 １３ １２．８７％ 学童 ７ ６．９３％
人間 ２７ ２６．７３％ 内 １３ １２．８７％ 経験 ７ ６．９３％
課題 ２６ ２５．７４％ 療法 １３ １２．８７％ 現代 ７ ６．９３％
段階 ２６ ２５．７４％ 意義 １２ １１．８８％ 主義 ７ ６．９３％
オリエンテーション ２５ ２４．７５％ 概念 １２ １１．８８％ 心 ７ ６．９３％
測定 ２５ ２４．７５％ 活用 １２ １１．８８％ 認識 ７ ６．９３％
学力 ２４ ２３．７６％ 研究 １２ １１．８８％ 忘却 ７ ６．９３％
条件 ２３ ２２．７７％ 現場 １２ １１．８８％ 領域 ７ ６．９３％
メカニズム ２２ ２１．７８％ 進め方 １２ １１．８８％ あり方 ６ ５．９４％
環境 ２２ ２１．７８％ 総括 １２ １１．８８％ アイデンティティ ６ ５．９４％
特徴 ２２ ２１．７８％ 対応 １２ １１．８８％ イントロダクション ６ ５．９４％
基礎 ２１ ２０．７９％ 目的 １２ １１．８８％ スキル ６ ５．９４％
意味 ２０ １９．８０％ 歴史 １２ １１．８８％ ストレス ６ ５．９４％
教授 ２０ １９．８０％ リーダーシップ １１ １０．８９％ レポート ６ ５．９４％
知識 ２０ １９．８０％ 外 １１ １０．８９％ 概説 ６ ５．９４％
幼児 ２０ １９．８０％ 概要 １１ １０．８９％ 現状 ６ ５．９４％
ガイダンス １９ １８．８１％ 帰属 １１ １０．８９％ 構成 ６ ５．９４％
テスト １９ １８．８１％ 原理 １１ １０．８９％ 諸相 ６ ５．９４％
パーソナリティ １９ １８．８１％ 言語 １１ １０．８９％ 場 ６ ５．９４％
形成 １９ １８．８１％ 個性 １１ １０．８９％ 情報処理 ６ ５．９４％
効果 １９ １８．８１％ 生活 １１ １０．８９％ 状況 ６ ５．９４％
Table１
シラバスにおける各語の出現回数と出現率（上位１５０語）










































































































































































































































いて 文部科学省 Retrieved from http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/27/10/__
icsFiles/afieldfile/2015/11/06/1363297_01_1.pdf（２０１６年２月４日）
教育心理学における今日的課題：教授者と受講者の視点からの検討
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